
[事案 25-61] 手術給付金支払請求  

・平成 25年 9月 25日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

約款に規定する支払事由に該当しないことを理由に、手術給付金が支払われないことを不服

として申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

痔核硬化療法を受けたが、以下の理由により、手術給付金を支払ってほしい。 

(1)医師が、「痔核の根治を目的とした手術」であると診断書に記載している。 

(2)保険会社の約款にもとづき手術給付金の支払対象となることを主治医と事前に話し合

ってから本手術を受けた。 

＜保険会社の主張＞ 

  本契約の約款は、手術給付金の支払事由を、「別表に定めるいずれかの手術」を受けたと

きと規定している。そして、「別表 対象となる手術および給付倍率表」において、「『手術』

とは、治療を直接の目的として、器具を用い、生体に切断、摘除などの操作を加えることを

いい、下記の手術番号 1～88を指します。吸引、穿刺などの処置および神経ブロックは除き

ます」と定義したうえで、支払事由を「痔 廔・脱肛・痔核根本手術（根治を目的としたもの

で、処置・単なる痔核のみの手術は除く）」と規定しており、申立人の手術（痔核硬化療法）

は約款に定める手術の定義に該当しない。 
よって、申立人の請求に応じることはできない。 

＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では、当事者から提出された申立書、答弁書等の書面および当審査会が独自に医

療調査した結果の内容にもとづき審理を行った。審理の結果、以下のとおり、本手術は約款所

定の支払事由に該当せず、申立内容は認められないので、指定（外国）生命保険業務紛争解

決機関「業務規程」第 37条 1項にもとづき、裁定書にその理由を明記し、裁定手続を終了し

た。 

(1)本契約の約款上「『手術』とは、治療を直接の目的として、器具を用い、生体に切断、

摘除などの操作を加えることをいい、下記の手術番号 1～88を指します。吸引、穿刺な

どの処置および神経ブロックは除きます」と定義され、「切断」とは「四肢末端など先

端のあるものを切り去ること」、「摘除」とは「臓器あるいは病巣の全部を取り去ること」

とされており、また、支払事由から除かれる「穿刺」とは「体内のめざす臓器、部位に

中空の細い針を刺すこと、内部の液体を吸い取ったり、薬剤等を注入、あるいはカテー

テルを留置するために行う」とされている。本手術（痔核硬化療法）は薬剤を、内痔核

へ 4段階に分けて注入を行い、痔核を消滅させる方法により、痔核を切断せずに患部を

固めて小さくする療法であり、「生体に切断、摘除などの操作」を行わず、「穿刺」の処

置に該当するので、手術給付金の支払事由である「手術」には該当しない。 

 



(2)主治医との話合い内容については、必ずしも明らかではないが、約款の適用は、主治医

の見解のみによって決まるものではない。 

 


